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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年2月22日(2018.2.22)

【公表番号】特表2017-506238(P2017-506238A)
【公表日】平成29年3月2日(2017.3.2)
【年通号数】公開・登録公報2017-009
【出願番号】特願2016-552328(P2016-552328)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/519    　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  487/04     １４０　
   Ｃ０７Ｄ  487/04     ＣＳＰ　

【手続補正書】
【提出日】平成30年1月15日(2018.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象におけるピロリ菌（Ｈｅｌｉｃｏｂａｃｔｅｒ　ｐｙｌｏｒｉ（Ｈ．ｐｙｌｏｒｉ
））感染を治療するための医薬組成物であって、ピロリ菌（Ｈ．ｐｙｌｏｒｉ）の増殖を
阻害するために有効な量の式（Ｉ）の化合物、または薬学的に許容可能なその塩、もしく
はそのエステルを含み、式（Ｉ）は、
【化１】

（式中、Ｒは、ＱまたはＣＨ２ＳＱであり、Ｑは、Ｃ１～Ｃ９アルキル、アリール、ヘテ
ロアリール、アラルキル、またはＣ４～Ｃ７シクロアルキルであり、Ｑは、１つ以上のハ
ロゲン、ＯＨおよび／またはＮＨ２基により任意選択的に置換される）
である、該医薬組成物。
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【請求項２】
　前記化合物が、式
【化２】

を有する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　Ｒが、Ｑである、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　Ｒが、ＣＨ２ＳＱである、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　Ｑが、Ｃ１～Ｃ９アルキルである、請求項１～４のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　Ｑが、Ｃ４～Ｃ７シクロアルキルである、請求項１～４のいずれか一項に記載の医薬組
成物。
【請求項７】
　Ｑが、アリールである、請求項１～４のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　Ｑが、ヘテロアリールである、請求項１～４のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　Ｑが、アラルキルである、請求項１～４のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　Ｑが、ハロゲンにより置換されたアリール、ヘテロアリールまたはアラルキルである、
請求項１～４のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　Ｒが、ＱまたはＣＨ２ＳＱであり、Ｑは、Ｃ２～Ｃ９直鎖アルキル、アリール、ヘテロ
アリール、アラルキル、またはＣ４～Ｃ７シクロアルキルであり、Ｑは、１つ以上のハロ
ゲン、ＯＨ基および／またはＮＨ２基により任意選択的に置換される、請求項１～４のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記ハロゲンが、オルト、メタまたはパラ位において存在する、請求項１０または１１
に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記ハロゲンが、Ｃｌ、Ｆ、ＢｒまたはＩである、請求項１～１２のいずれか一項に記
載の医薬組成物。
【請求項１４】
　Ｑが、Ｃ３～Ｃ９直鎖アルキルまたはヘテロアリールである、請求項１～４のいずれか
一項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記化合物が、
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【化３】
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【化４】

からなる群から選択されるか、または薬学的に許容可能なその塩、もしくはそのエステル
である、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　対象におけるピロリ菌（Ｈｅｌｉｃｏｂａｃｔｅｒ　ｐｙｌｏｒｉ（Ｈ．ｐｙｌｏｒｉ
））感染を治療するための医薬組成物であって、ピロリ菌（Ｈ．ｐｙｌｏｒｉ）の増殖を
阻害するために有効な量の化合物、または薬学的に許容可能なその塩、もしくはそのエス
テルを含み、前記化合物は、
【化５】
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【化６】

からなる群から選択される、該医薬組成物。
【請求項１７】
　前記組成物中の前記化合物の量は、ピロリ菌（Ｈ．ｐｙｌｏｒｉ）５’－メチルチオア
デノシンヌクレオシダーゼ（ＭＴＡＮ）を阻害するために有効な量である、請求項１～１
６のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　前記化合物が、ピロリ菌（Ｈ．ｐｙｌｏｒｉ）の増殖を阻害するが、大腸菌（Ｅ．ｃｏ
ｌｉ）、コレラ菌（Ｖ．ｃｈｏｌｅｒａｅ）、黄色ブドウ球菌（Ｓ．ａｕｒｅｕｓ）、肺
炎桿菌（Ｋ．ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ）、赤痢菌（Ｓ．ｆｌｅｘｎｅｒｉ）、サルモネラ菌
（Ｓ．ｅｎｔｅｒｉｃａ）および緑膿菌（Ｐ．ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）からなる群から選
択される１つ以上の細菌の増殖を阻害しない、請求項１～１７のいずれか一項に記載の医
薬組成物。
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【請求項１９】
　前記化合物が、大腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）、コレラ菌（Ｖ．ｃｈｏｌｅｒａｅ）、黄色ブ
ドウ球菌（Ｓ．ａｕｒｅｕｓ）、肺炎桿菌（Ｋ．ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ）、赤痢菌（Ｓ．
ｆｌｅｘｎｅｒｉ）、サルモネラ菌（Ｓ．ｅｎｔｅｒｉｃａ）および緑膿菌（Ｐ．ａｅｒ
ｕｇｉｎｏｓａ）の全ての増殖を阻害しない、請求項１８に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　前記化合物が、ピロリ菌（Ｈ．ｐｙｌｏｒｉ）の増殖の阻害において、アモキシシリン
、メトロニダゾールまたはテトラサイクリンよりも有効である、請求項１～１９のいずれ
か一項に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　前記医薬組成物が消化性潰瘍を治療するために使用される、請求項１～２０のいずれか
一項に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記医薬組成物が胃潰瘍または十二指腸潰瘍を治療するために使用される、請求項１～
２１のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記医薬組成物は経口投与される、請求項１～２３のいずれか一項に記載の医薬組成物
。
【請求項２４】
　構造
【化７】
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【化８】

【化９】

を有する化合物、または薬学的に許容可能なその塩、もしくはそのエステル。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の化合物および薬学的に許容可能な担体を含む医薬組成物。
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